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Majewska， R.1 • Zgrundo， A.2・Lemke，P.2・DeStefano， 

M.1:北ポーランドヴ‘ィスワ川河口域の底生性珪藻:季節性，基

質選択性，水質の影響

Roksana Majewska，1 Aleksandra ZgrundO，2 Paulina Lemke2釦 dMario 

D巴Stefano1:Benthic diatoms of the Vistula River esωary (North巴rn

Poland): Seasonality， substrata p児島r巴nces，and th巴influenceof watl巴r

chemis住y

ポーランド北部のヴィスワ川河口の支流において， 2<∞5年5
月から 2007年 10月までの 30ヶ月にかけて水塊の季節性研究を

行った。珪藻の試料は河口域の2ヶ所の異なる底質から採取し

た。ここは 100年以上の問，自然と人為的影響の相互作用の結果，

複雑な物理的性質をもっ。川岸に近い砂，砂泥，岩，大型緑藻，

そして維管束水草などの表面に生育する珪藻フロラを記録した。

採取した全ての珪藻の分類群は，光学顕微鏡と走査型電子顕微

鏡を用い，形態的特徴に基づいて識別した。合計61属 187種

を同定した。正準対応分析からは，珪藻群集は塩分，栄養塩濃

度，底質と密接に関係することが示された。本研究を通して，珪

藻被殻の奇形は底生微細藻類試料の48%で観察された。異常な

外形と装飾の奇形は9種の数個体で記録され，これらは主に春

から秋に採取された着砂性と着藻性群集に含まれた。CSecond

University of Naples， 2University of Gdarisk) 

Zhang， X.1 • Song， L.2・Zhang，P.1・He，J.2 • Liu， y.2・4公浦
裕志 1・渡遣信 1 ブタゴエガエルRanagrylio幼生による有毒

藍藻ブルームの捕食

Xiaoming Zhang，1 Lirong Song，2 Pengcheng Zhang，1 Jiawan He，2 

Yongding Liu，2出。shiMatsuura1 and Makoto M. Watanabe1: G即時

on toxic cyanobacterial blooms by tadpoles of edibl巴frogRana grylio 

中国湖北省武漢市の養殖池でブタゴエガエル幼生が

Microcystis属優占の藍藻類を捕食する現象が観察された。養殖

池の水およびブタゴ、エガエル幼生を実験室に持ち帰り捕食試験

を実施したところ，藍藻類が24時間で1.19x107cells mL.1から

3.23xl06 cells mL.1に減少した。有毒株であるM.aeruginosa 

NIES-90株を用いたところ，養殖池の水同様捕食が確認され

た。捕食後の幼生の体重は，養殖池の水で、は 1日当たり 20mg，

NIES-90株培養水では 1日当たり 7mg増加した。以上の結果

から，ブタゴ、エガエル幼生が有毒Microcystis属藍藻のブルーム

の減少に重要な役割を果たす可能性が示唆された。 C筑波大・院・
生命環境科学 2中国科学院)

Muller， R.1・Desel，C. 2. Steinhoff，巨 C.3

B町i恰schof，K.4 : UV照射と温度上昇は冷温帯 ・北極海のコンブ

類(褐藻，コンブ目)の配偶体において活性酸素種の形成を誘

導する

Ruth Mull巴r，1Christine Desel，2 Franciska S. Steinhoff，3A5 Cristtian 

Wiencke3 and K創 Bischof':UV-radiation and el巴vatedt巴mperatures

induce formation of reactive oxygen species in gametophytes of cold-

temperate/Arctic kelps (Laminariales， Phaeophyceae) 

成層圏のオゾン減少によって増幅されたlN照射 (UVR)

と地球温暖化は，海藻類にとって重大なストレスとなる。生

態的に重要な褐藻コンブ目の配偶体においては，活性酸素

種 (ROS)の形成により損傷が生じる可能性があり，その

ようなストレスにより引き起こされた損傷は，配偶体の適

応度に負の影響を与え，その後の生活史においてもさらに

影響を与える可能性がある。本研究では，北極海から採集

したコンブ目 3種Alariaesculenta (L.) Grev.， Laminaria 

digitata (Huds.) Lamour.， Sacchαrinαlatissima (L.) Lane， 

May回，Druehl， Saundersと北海から採取したL.hyperborea 

(Gunnerus) Foslieの配偶体を，光合成有効照射， lN-A， 

lN-Bと4つの温度条件 (2-18
0

C) に曝した。ROSは，特

にUVRへの暴露後に，主に細胞質周辺部や葉緑体内におい

て形成された。さらにスーパーオキシド (02*')は，おそら

くはミトコンドリアだ、と思われる細胞質内の小胞内に形成された。

周辺の培地においても，温度上昇やlNストレスによってOJ-
の濃度が上昇する場合がいくつか見られた。微細構造レベルの

損傷はごくわずかで，この発達段階における強いストレス耐性

を暗示するものである。我々のデータは，これから起こると予測

される環境変動下においても ストレス耐性をもっ北極海のコ

ンブ類3種の配偶体は，シードパンクとしての機能を維持する

であろうことを示している。 CLOEWEBiodiversity & Climate 

Research Center， 2Christian Albrechts University， 3Alfred 

Wegener Institute for Polar and Marine Research， 4University 

of Bremen， 5University of Gothenburg) 

Lann， K. L.1・Ferret，C.1 • VanMee， E.1 • Spagnol， C.1 • 

Lhuillery， M.1 • Payri， C.3 • Stiger-Pouvreau， V.戸:南太平

洋から採集した熱帯性ホンダワラ類におけるフェノール化合物

の総量，各サイズ画分量，およびフコキサンチン量の空間的お

よび種による変異について

Klervi Le Lann，1 Claire F巴口巴t，1Elis巴VanMee，1CharlとneSpagnol，1 

Marie Lhuillery，1 Claud巴Payr?and Valerie Stiger-PouvreauI2: Total 

phenolic， size-fractionated phenolics and fucoxan出incontent of tropical 

Sargassac巴ae(Fucales， Phaeophyceae) from the South Pacific Ocean: 

Spatial and s戸:cificvariab出。f
この革新的な研究において，我々は太平洋南西部の3諸島

から採集された TurbinariαおよびSargassum18サンプルにつ

いて，粗抽出物および各サイズ画分のフェノール化合物含有量

をFolin-Ciocalteu法を用いて決定した。またフコキサンチン



量

含有量についてはHPLCを用いて測定した。いずれの属にお

いてもフェノール化合物含有量は低かったが，目的inariαと

Sargassum両属の種が同程度の含有量で、あったフィジー諸島を

除けば，Turbinariaサンフ。ルの方が高い含有量を示した。これ

らの解析は，産地やリーフの構造および深度に伴うフェノール化

合物の変化についても明らかにした。多くの小分子のフェノール

化合物(<2，000Da)が属に関係なく確認できた。それでもやはり，

フェノール化合物の市町或は属，産地，採集地の地形や深度によっ

て異なっていた。同様の結果は，フコキサンチンにおいても観察

され， 一般的に日rbinariaの構成要素の方がおrgassumより少

なかった。この結果について，種間および種内変異の観点から考

察する。フェノール化合物とフコキサンチンの含有量の変異はホ

ンダワラ科の熱帯性の仲間において報告されており，それぞれの

属における化学防御の結果と考えることができる。C.2European

Institute of Marine Science， 3Institut de Recherche pour le 

Developpement) 

Marins， B. V.1 • Amado-Filho， G. M.1・Barreto，M. B. 
B.2・Longo，L. L.1 :大西洋南西部に固有のコンブ類の分類:
Laminaria abyssalisとLaminariabrasiliensisは別種ではな

し、

Bianca V. Marins，1 Gilberto M. Amado-Filho，1 Maria B. B. Barreto2 

叩 dLeila L. Longo 1: Taxonomy of the sOllthwest巴rnAtlantic endemic 

kelp: Lami附 riaabyssalis and Laminaria brasiliensis (Phaeophyceae， 

L創ninariales)創enot clifferent species 

大西洋南西部熱帯地域から2つの固有種Laminariaabyssalis 

とLaminariabrasiliensisが記載されている。本研究の目的は，

形態学的および分子系統学的自特庁 (rbcL，ITS，およびcoxI)から，

これら2種の同種性について結論を出すことである。我々はこれ

ら2種を区別する際に用いられる分類学的に重要とされる形態学

的形質において，オーバーラップがあることを発見した。そのよう

な形質には，葉状部の裂け方の違いも含まれる。3つの分子系統

学的自卒析では，ブラジルのLaminaria属植物は統計学的に 100%

支持される単系統群としてまとまった。これらの結果は，解析に

用いた個体が全てLaminariaabyssalisであるという仮説を支持

している。分子系統解析は，L. abyssalisがL.digiωωの姉妹群
であることも示した。CInstitutode Pesquisas Jardim Botanico do 

Rio de Janeiro， 2Universidade Federal do Rio de Janeiro) 

Liu， SY・Juneau，p.3・Qiu，BY:海産Synechococcus(ラ
ン藻綱)3株の成長と最小蛍光収率における鉄の影響

Shuw巴nLill，I.2 Philippe JlInea1l3 and Baosheng Qilll.2: Effects of 

iron on th巴growthand minimal flllorescence yi巴ldof three marine 

Synechococcus strains (Cyanophyc巴ae)

Synechococcusの沿岸性の2株PCC7002とCC9311 ，そし

て外洋性の1株明恒8102を4ーlρ00凶4の鉄を添加したAquil

培地で培養した。鉄濃度が十分な条件と比較すると，これらの増

殖速度は有意に減少し， WH8102株は 15品4で59%，CC9311 

株は 15nMで37%，PCC 7002株では4nMで57%減少し
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た。これら3株では， PCC 7002株が鉄律速に最も耐性があり，

U引8102株が最も感受性が高い。同じ鉄濃度でそれぞれの株

は，最小蛍光収率と細胞密度から計算した増殖速度に有意差は

なかった。細胞あたりの最小蛍光収率は株と鉄濃度によって変

化したが，最小蛍光吸収率と細胞密度の聞に線形相聞が認めら

れた。鉄が十分な条件では，細胞あたりの最小蛍光収率はフィ

コエリスリン欠失のPCC7002株はアイコエリスリンをもっ2株

、弓-18102とCC9311より 100倍高かった。鉄律速条件では，細

胞あたりの最小蛍光収率は京司8102株と CC9311株でそれぞれ

128%と7%増加したが， PCC 7002株では30%減少した。さ

らに，細胞あたりの最小蛍光収率はPCC7002株と CC9311株

で、は明暗周期を通して変化が少なかった。しかし，v..官8102株

では明期が暗期より有意に高かった。 CCollegeof Life Sciences， 

Central China Normal University， 2Hubei Key Laboratory 

of Genetic Regulation and Integrative Biology， Central China 

Normal University， 3Universite du Quebec a Montrl白1)

山本主吾1・吉川伸哉2.大城香1，2・神谷充伸1，2.着生藻キブリ

イトグサ(紅藻フジマツモ目)のホンダワラ類における分布パ

ターン

Keigo Yamamoto，1 Shinya Yoshikawa，2 Kaori Ohkil，2 and Mitsllnobll 

Kamiyal.2: Unique distriblltion of巴piphyticNeosiphonia hanノeyl

(悶1odomelaceae，Rhodophyta) along s紅gassaceanhosts 

一般的に，古い海藻組織上には多くの着生藻が付着し，生長

点に近づくほど着生藻の種類数も量も減少する傾向にあるが，キ

ブリイトグサはホンダワラ類の上部に着生していることが多い。

本研究では，この着生藻の基質藻における分布特性を明らかにす

るために，ヤツマタモクに着生するキブリイトグサの密度，藻体

長および成熟個体の割合を基質藻の部位ごとに比較した。大部

分のキブリイトグサは基質藻の上部に着生しており，基部付近に

はほとんどなかった。3ヶ月間の調査の結果，キブリイトグサの

平均密度は基質藻の頂端部で、最も大きかったが，キプリイトグサ

の藻体長と成熟個体の割合は基質藻の亜頂端部の方が大きかっ

たことから，キブリイトグサは基質藻の頂端部により多く入植し

ていることが示唆された。また，生育水深の異なるヤツマタモク

においても，同様の着生パターンが観察されたことから，キブリ

イトグサはより浅い生育場所を求めているのではなく，基質藻の

頂端部の方が定着や入植により適していると考えられる。C福井
県立大学生物資源学研究科 2福井県立大学海洋生物資源学部)

英文誌60巻1号表紙

Laminaria hyperboreαの共焦点

レーザースキャン顕微鏡画像。
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Miravalles， A 8.1・L田 na吋di，P. A1;2 . Caceres， E. J.
1 
:異型配

偶子を形成する緑藻Codiumfragile subsp. novae-zeland，闘(ハ

ネモ溺凪緑藻植物)雌性配偶子形成および雌性配偶子の発芽

Alicia B. MiravalJes，' Patricia 1. Leonaridi'2 and Eduardo 1.αceres': Female 

gametogenesis and female gam巴t巴germinationin白巴anisogamousgreen 

alga Codium fragile sutぉp.novae-zelandiae0ヨryosidophyωae，Chlorophyta) 

雌雄異株の緑藻Codiumfragile subsp. novae-zelandiae (J. 

Agardh) pc. Silvaの雌性配偶子形成過程について，電子顕微鏡と

光学顕微鏡を用いて研究を行った。配偶子形成の初期においては細

胞質は均一だ拭やがていくつかに分かれ， 一方で紡錘型の主主禄体

や核は数を増やした。核分裂のし当くつかの特徴は，他のハネモ藻綱

のものと一致しており，中心体を欠き，半開放型で、あった。いくつか

の分裂期前期の核においては，シナプトネマコンフ。レックス様の電子

密度の高い平行に並ぶ2本のラインが観察され，減数分裂が起こっ

ていることを示していた。中期においては，核膜は紡錘体極に窓を形

成し，そこから紡錘体が出現してした。紡錘体微小管の形成中心に

明確な構造は観察されず，染色体の動原体は明確で、あった。成熟し

た雌性配偶子は洋梨型で，前方の透明な部分から2本の鞭毛をのば

し，核は球形で，ミトコンドリア1っと多数の葉緑体を持っていた。雌

性配偶子は，単為発生により培養下で，あるいは配偶子嚢の中でも発

芽していた。発芽過程では，鞭毛の喪失，細胞の球状化と伸長，チラ

コイドの発達を伴う葉緑体の増加，液胞の形成と繊維状の細胞壁の

形成などが見られた。CUniversidadNacional del Sur， 2CERZOS-

CONlCET) 

早川雄一郎1.小川拓1.吉川伸哉2・大城香1;2.神谷充伸1;2.様々

な塩濃度環境におけるシオグサ(アオサ藻綱シオグサ目)の遺伝的

および生態生理的多様性

Yu-ic凶 •. 0 Hayakawa，' Taku Ogawa，' Shinya yiωhikawa，2 Kaori Ohki'2 and 

Mitsunobu Kamiyal，2.: G芭neticandぼ沿physiologicaldiversity of Cladophora 

(Cladophorales， Ulvophyceae) in v創101lS銀出ityregim巴S

シオグサ類はしばしば汽オく環境に出現するが，これらの環境に生育

するシオグサ類の遺伝的多様性，季節自切首長，生理特性などはあまり

よくわかっていない。福井県に位置する三方五湖は， 5つの湖が直接

あるいは間接的に海とつながっているため，海水から淡水まで、様々な

塩濃度環境が存在しているが，シオグサ類は三方五湖全域に広く分

布している。そこで本研究では，三方五湖に生育するシオグサ類の遺

伝的および生態的多様性を明らかにするため，塩濃度環境が異なる6

つの地点からシオグサ類を毎月 12ヶ月採集し，全サンプルのリボソー

ムITS領域を島平析した。形態観察と分子系統fj卒析の結果，1年間で

合計6種(うち海水域にのみ出現したのは4種)， 12リボタイプが輸

出された。フサシオグサのリボタイプIは高塙濃度の汽水域(平均塩

濃度豆13psu，最大塩濃度重31P叩)に分布していた杭フサシオグ

サのリボタイプIIとカモジシオグサは低塩濃度の汽水域(平均塩濃度

60巻2号掲載論文和文要旨

壬5psu，最大塩濃度壬10psu)のみに分布していた。ワタシオグサ

とカモジシオグサは通年採集されたが，マガリシオグサ，イトゲシオ

グサモドキ，ツヤナシシオグサおよびフサシオグサは季節性を示した。

培養実験の結果，異なる塩濃度環境から採集したリボタイフ閣で，栄

養生長における至適塩濃度に違し功ま見られたことから，三方五湖にお

けるシオグサ類の分布ノ号ターンの違いは，生態生理学的な特性の違

いによってもたらされていることが示l凌された。 一方，季節的消長パ

ターンが異なるリボタイフ閣では栄養生長における至適温度や温度耐

性能に違いが見られなかった。シオグサ類の季節的消長はそれ以外

の環境要因，あるいは成熟条例ニや胞子発芽条件によって決定されて

いるのかもしれない。C福井県立大学生物資源学研究本1.，2福井県立

大学海洋生物資源学部)

Zarenezhad，S戸・佐野友春2・渡遺信1.河地正伸2.日本におけ

るCylindrospermopsisraciborskii (シアノパクテリア・ネンジ、ユ

モ目)の有毒型存在の証拠

Saghar Zarenezhad，'2 Tomoh削 Sano，2Makoto M. Wa凶 abe'and Masanobu 

Kawacht Evidence of白 existenceof a tox.ic f01m of Cylindrospermopsis 

raciborskii小Jost，ωales，Cyanobacteria) in Ja問

Cylindrospermopsis raciborskiiは，広範な地域で、フ守ルームを形

成する浮遊性淡水産シアノバクテリアである。シリンドロスパモフ。シ

ンを産生する有毒性個体群は水の安全上の問題を引き起こす。c.

raciborskiiは世界中に分布するが，シリンドロスパモフ。シン産生株の

存在は最初にオーストラリアで，そして最近タイで報告されたのみで

ある。我々は2∞8年に7'1
'
*遣で採集した淡71'<試料から，C.r，町 'iborskii

の有毒株 (ISG9)が分離されたことを報告する。これは日本における

本種の毒発現に関する最初の報告であり，亜索帰域より検出された。c.

raciborskiiはシリンドロスパモフ。シンを主要な毒素として産生する拭

この新分離株が発現する主要毒素はデオキシシリンドロスパモフ。シン

で、あった。この南日本における C.raciborskii有毒株の発見は，本種

の広域化や他の地域への分布の可能性が考えられるため，日本温帯

域における貯水池で、の本種のモニタリング体制整備の必要性を強調

したい。(1筑波大 ・院 ・生命環境科学，2匡l立環境研究所)

Miller， A D.・Connell，M. U. :褐藻カヤモノリにおける光周期にも

とづく d汗feren也Igene expression 

Adam D. Miller and Mary U. Conn巴11:Photoperiodic mediation of 

differential gene expression in Scytosiphon lomentaria (phaeophyceae) 

カヤモノリScy.ω'siphonlomentaria仏l'ngbye)Linkは温帯域の潮

間帯， i朝下，H子によく見られる褐藻の一種である。いくつかの個体群に

おいては，光周期に制御された無性の異型世代交代が知られている。

この反応は青色光によって制御されているが，この生物におけるう町形

態形成の際に転写促進あるし吋抑制される遺伝子群については，ほと

んど、何もわかっていない。この研究では，パージニア東岸から単離さ



れたカヤモノリの株を用いて，光周期に依存した遺伝子発現差異につ

いて解~斤を行った。 発現産物については， ディ フアレンシャルディス

プレイを行い，クロ←ニング、と塩基配列決定を行った。配列はバイオ

インフォマティクスツールによって同定し， その発現パターンは量的リ

アルタイムPCRによって解析を行った。133の発現差異を示すと思

われる産物のうち，92バンドについて回日列決定に成功し，角特庁を行っ

た。それらのうち27個は既知の配列とは一致しなかった。28の転写

産物については，データベースの配列と高い相向性が見られ，転写レ

ベルの定量を行ったo短日条件下において転写活性の上昇がみられ

たものが17個， 転写抑制が見られたものがlつ，発現に差異が見ら

れなかったものが5つ，増幅がうまくいかなかったものが4つあり， 1 

つはリファレンスとして使用した。これらの自科斤は，カヤモノリにおける

光周期に応じた形態形成への遺伝的反応について新たな知見をもた

らす。(ApplicationState University) 

櫛引明日香1・横山E紀子2・岩滝光儀3・横山潤3・West， J. A4， 

原慶明 3.日本のマングローブから採集された新規単細胞性紅藻

Bulboplastis apyrenoidosa (紅藻楓紅色植物門)の系統と微

細構造観察

As山K凶hibiki，'Akiko Yokoyama，2 Mitsunori 1川町JlInYokoyama，3 

John A. West4 and Yoshiaki Hara3: New unicellular red a1ga， Bulboplastis 

apyrenoidosa gen.巴tSp. nov. (Rhodellophyceae， Rhodophyta) from the 

mangrov巴sof Japan: Phylogenetic and ultrastntctw百10切ervatlOns

沖縄の西表島から採集した新規単細胞性紅藻Bulboplastis

α'Pyrenoidos，αを顕微鏡観察，系統解析に基づき報告する。本種は

直径平均112μmの球状で，ゴルジ体が被膜に接して配置すること

からディクソニエラ目に属することが明らかになった。また，球状膨

i間部の発達した灰緑色の葉緑体を1つもっという本種に特有の形態

から既存の3属 (Glaucosphaera属，NeorlwdeUα属，Dixoniella 

属)と区別できる。さらに，核分裂終期において電子密度の高い一対

のリング状構造 (polarr・ing)を確認し，そのサイズはこれまでに報告

されているディクソニエラ目のpolarringのサイズの範囲内に収まっ

た。 SSUrDNA配列に基づ、く系統自科汁の結果，本種はディクソニエ

ラ囲内に位置し，N，巴orhod巴lla属とDixoniella属と姉妹関係になった。

('山形大・院・理工学，2筑波大・院・生命環境科学 3山形大・理 ・

生物， 4Sch∞，1 of Botany， University of Melboume) 

西川喜一1・森山陽介 2，佐藤繭子3・佐野俊夫4，馳津盛一郎1， 

大田修平1・河野重行 1.珪藻Chaetocerosneogracile (珪藻純

珪藻)におけるミトコンドリア型およひ葉緑体型ftsZの単離とオル

ガネラ移行配列の解析

Toshikazu Nishikawa，' Yobsllke Moriyama，2 Mayuko Sato; Toshio Sano: 

SeiにhiroHasezawa，' Shuhei Ota' and Shigeyuki Kawano': Isolation of 

mit，∞hondrial and plぉtidftsZ genes and analysis of出巴organell巴targetmg

明 uencein the diatom Chaetoceros neogracile (Diatoms， Bacillariophyceae) 

夏核細胞の中でミトコンドリアと弟緑体は分裂して増殖する。近年，

真核生物で

が同定され，オルガネラ内膜の内側で，分裂に重要な役割を果たして

いることが明らかとなった。FtsZタンパク質の進化を探索し，紅色植
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物系におけるミトコンドリアと葉緑体のタンパク質輸送機構に関する

データを蓄積するため，紅色縞物の二次共生によって獲得された葉禄

体をもっ珪藻Chaetocerosneogracileから， 1種類のミトコンドリア

型と3種類の葉緑体型ftsZ遺伝子を単離した。オルガネラへのタン

パク質輸送は，N末端のオルガネラ移行配列によるもので、ある。珪藻
の葉緑体へのタンパク質輸送には，ER移行シグナル配列と葉緑体

移行配列の2つの部分からなるN末端の移行配列が必要である。c.

neogracileのオルガネラ移行配列の性質を明らかにするため，予測さ

れた各オルガネラ移行配列を結合したGFPをタノむ培養細目包と珪藻

の細胞内で発現させその局在を観家した。その結果，各オルガネラ移

行自己列はタバコ培葺細胞と珪藻の細胞内の両方で機能することが示さ

れた。c東京大・院・華府頁域 2埼玉医大・ゲノム医学研究センター・
ゲノム科学， 3理研・植物センター，4法政大・生命科学 ・生命機能)

堀口健雄・田村舞子・勝文相人・山口愛果:従来Amphidinium

に分類されていた砂地性渦鞭毛藻類の新属Testudodinium(渦鞭

毛藻桐)

TaIく.eoHorigllchi， Maiko Tamura， Kazuhito Katsumata加dAika Yamaguchi: 

Testudodinium gen. nov. (Dinophyceae)， a new genus of sand-dwelling 

dinoflagellates formerly classified in胞 genusAmphidinium 

光合成性の砂地性渦鞭毛藻類に関してTestudodiniumtestudo 

(Herdman) Horiguchi， Tarnura， Katsumata， et A. Yarnaguchi∞mb. 

nov. (パシオニム:Amphidinium testudo Her由nan) を基準種

として新属TestudodiniumHoriguchi， Tarn山孔Katsumataet A. 

Yarnaguchiの設立を提唱した。さらにTesβIdodiniummaedaense 

Katsumata et Horiguchi sp. nov.を新種記載した。Amphidinium

corntgaβ1mも本属に移し 新組み合わせT.corrugatum (Larsen 

et Pa仕erson)Horiguchi， Tarnura et A. Yarnaguchiとし た。 これ

ら3種は極端に小さな上錘をもつことや背腹に扇平である点は

必7ψhidiniumのメンノてーに類似している。しかしながら，これらは狭

義のAmphidiniumとは，上錘の腹側に明瞭な縦方向の溝が存在す

ることで区別される。 小サブユニットリボソームRNA遺伝子 (SSU

rDNA)を用いた系統樹によると，これらTestudodiniumに属する

3種は明|僚なクレードを形成し，しかも統計的支持は低いもののこ

のTestudodiniumクレードは狭義のAmphidiniumクレードとは系

統的に近縁でないことが示された。形態的な差異と分子データはA.

tes似doとその近縁種に対して新属を設立することを支持する。(北海

道大・院理・自然史)

英文誌60巻2号表紙

福井県三方五湖の汽水域より採

集された Cladophoravagabundα 

(上)と C.glomeraω(下)。

(岩滝 ・上井)




